
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

   

 

 

 

  

  

 

 

   

 

 

 

 

 

  

 

 

志紀おおぞらこども園 第 10号  

発行者：岡内鄕子 2024，7,19 

自衛隊の方６名が、７月１１日に保育実習に来られました！ 

自衛隊員が、出動する事態になった時に、そのご家族のお子さんを保育

することがあるようです。こども園では『どのように子どもたちと接し

ているのか…』『どんな遊びをしているのか…』『給食はどのように食べ

ているのか…』『お昼寝はどのようにしているのか…』など、実際に見た

り体験したりして、参考にしたいという“ねらい”をもって来られまし

た！実習後には、「どの子も素直でかわいいですね」「安全面や衛生面に

も気を遣うお仕事ですね」「トラブルが起きた時に、先生方が子どもの思

いを大切にしながら解決されていた姿がすごかった」「今日一日、頑張っ

ていたことや素敵だったことをクラスみんなで共有していたクラスがあ

っていいなと思った」などの感想をいただきました。いつも隣にある施

設ですが、今までこのような交流はなかったので、お互いにとっての貴

重な体験になりました。今度は、自衛隊施設の中にも行かせていただく

約束もしましたよ！！ 

おおぞらっこ 

ニュース 

男性隊員は本物の 
“ほふく前進”も見せてく
ださいました！(5歳) 

子どもたちと裸足に
なって遊んでくださっ
ていました(２歳) 

本日無事に 1 学期の終業式を迎えました！！４月、ドキドキしながら新しいクラスの友だちや先生と出会い、中には初めての

集団生活に戸惑いや不安を抱いて泣いている子どもの姿もありました。保護者の皆様も、入園・進級当初の子どもの姿に、不安や

心配で心を痛められたことと思います。(実は私も、泣く我が子を預けた後、涙をぬぐいながら出勤していました。随分前の話で

すけど(笑))そんな子どもたち一人ひとりが見せる姿に本園の先生たちは真摯に向き合い、一人ひとりの思いに寄り添いながら、肯

定的な言葉をかけ、あたたかい関係づくりを心がけてきました。そんな一日一日を大切に過ごしてきたことで、子どもたちはたく

ましく成長し、今ではたくさんの笑顔で遊びを楽しめるようになってきています。嬉しい限りです。 

今年の夏も酷暑になるようですね～。保護者の皆さまも、体調に気をつけながら、暑さを乗り切り楽しい夏の思い出をつくって

ください。しばらく『おおぞらっこニュース』も夏休みをいただきます(笑)。9 月からまたどうぞ、よろしくお願いします。 

～こんなお店がありました～ 

～幼児編～  
＜スタンプラリー形式＞ 
〇宇宙船とばし 〇輪投げ 
〇積み上げ   〇ヨーヨーつり 
〇ボール投げ  〇レストラン 
〇お面やさん  〇りんご飴屋 
〇屋台(イカ焼き、チョコバナナ) 
〇シールラリー 〇おばけやしき 

など 
 
～乳児編～  
〇ボールプール 〇金魚すくい 
〇輪投げ     〇迷路 
〇ボール転がし 〇お面やさん 
〇的あて     〇トンネル   

など 

～自衛隊の方とのエピソード～ 

その①：「素敵な大人になるためにど
うしたらいいんですか？」とい
う子どもの質問に「それは
ね、人の話をきくことだよ！」
と答えてくださっていました。 

その②：自衛隊ごっこをしていた子ど
もたちが「自衛隊ってどんな
お仕事ですか？」と直接聞い
てみると「みんなのことを守る
仕事だよ！」と答えてもらい
「へえー。すごーい」と感動す
る子どもたちでした。もしかす
ると、この中から未来の自衛
官が誕生するかもしれません
ね。 

お面やさん 輪投げ 

まとあて 
屋 台 

おばけやしき 金魚すくい 

積み上げ 

スタンプラリー 迷 路 


